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特  
集

第
43
回
島
内
一
周
駅
伝
大
会

喜
界
高
校
創
立
記
念
講
演
会

栄
舞
さ
ん
全
国
で
も
躍
進

シ
マ
の
話
題

　

そ
の
１(

ウ
ヤ
ン
コ
ー　

ほ
か
）

　

そ
の
２(

奄
美
空
手
選
手
権
大
会　

ほ
か
）

連
載　

シ
マ
の
入
り
江
と
潮
だ
ま
り
（
前
金
久
編
）

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓
・
今
月
の
わ
ん
こ
・
編
集
後
記

島
に
咲
く
花

広　 報

N o . 498

12
平成20 年

（ 2 0 0 8 ）

表紙説明
　長野県大鹿村で放たれたアサギマダラが、
１，０００㎞も離れた喜界島で再捕獲された。
　放したのは石浜 智さん（小２）で、それを
再捕獲したのは、上地 美緑さん（小１）。
　接点のない遠く離れた２人の「女の子」を、
１頭の小さなアサギマダラがつないでくれ
た。自然の神秘とロマンを感じずにはいられ
ない。（本誌 6 ページ参照）　

捕
獲
・
放
蝶
し
た
石い
し
は
ま浜 

智さ
と

さ
ん

 

（
写
真
左
、
長
野
県
日
和
田
高
原
に
て
）

ちっちゃな羽に

夢とロマンをのせて・・・

再捕獲した上
う え ち み の り

地美緑さん

再捕獲されたアサギマダラ
「さと」の名前が見える
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上
嘉
鉄
Ａ　

堂
々
の
大
会
３
連
覇
!!

準
優
勝
は
赤
連
・
池
治
、
３
位
は
湾
体
協
A　

Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
は
湾
体
協
Ｂ

  

～
躍
進
賞
１
位
は
小
野
津
チ
ー
ム
～

　

第
43
回
島
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会
は
11
月
30
日
、
役
場
前
を
発
着
点
に
、

15
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
33
・
17
㎞
（
15
区
間
）
で
行
わ
れ
た
。

　

Ａ
ク
ラ
ス
優
勝
は
１
時
間
59
分
58
秒
で
上
嘉
鉄
Ａ
と
な
り
、
チ
ー
ム
11
回

目
の
優
勝
を
３
連
覇
で
飾
っ
た
。

　

２
位
か
ら
５
位
ま
で
昨
年
と
変
わ
ら
ず
、
準
優
勝
は
赤
連
・
池
治
Ａ
、
３

位
は
湾
体
協
Ａ
が
続
い
た
（
４
位
荒
木
Ａ
、
５
位
湾
Ｃ
）。

　

Ｂ
ク
ラ
ス
優
勝
は
２
時
間
９
分
１
秒
で
湾
体
協
Ｂ
、
躍
進
賞
は
昨
年
度
よ

り
５
分
44
秒
の
タ
イ
ム
短
縮
を
果
た
し
た
小
野
津
と
な
っ
た
。

▲

 

選
手
宣
誓
を
す
る
の
は
湾
体
協
Ａ
、

撰
靖
志
選
手
（
中
学
男
子
）

▲ 
朝
か
ら
の
強
い
雨
が
大
会
関
係
者
を

ヤ
キ
モ
キ
さ
せ
た
が
、
１
時
ち
ょ
う

ど
の
ス
タ
ー
ト
時
に
は
、
雲
の
合
間

か
ら
太
陽
が
射
し
た

▲加藤町長の号砲とともに長いレースが始まる

▲沿道からの声援が選手たちの背中を押す

▲ 
序
盤
は
赤
連
・
池
治
が
優
位

に
レ
ー
ス
を
進
め
た

 
▲

娘
か
ら
父
へ
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ

（
滝
川
チ
ー
ム
、富
田
哲
和
さ
ん
、　

緑
さ
ん
父
娘
）

▲

今
大
会
唯
一
の
区
間
新
記
録
を

　

マ
ー
ク
し
た
藤
原
輝
行
選
手
。

　

早
町
だ
け
で
な
く
43
年
生
の

　

エ
ー
ス
と
な
っ
た
。

▲優勝した上嘉鉄Ａ（上嘉鉄Ｂも一緒に）
　大高佳男監督（写真左端）は「前半は我慢のレースと覚悟を決めて、
勝負は後半と読んでいた。14 区の澄田がよく頑張ったし、アンカーの
祝先生も安定した走りで逃げ切ってくれた。ともに練習に汗したＢチー
ムも含めて、選手・スタッフ全員に敬意を表したい」と３連覇の喜びを
話した。



区  間 氏　　名 時　　間 チ ー ム 名 備  考
１区 榮田　琴美 04 分 19 秒 上 嘉 鉄 Ａ

２区 豊　　直樹 09 分 07 秒 赤連池治Ａ

３区 藤崎　由実 06 分 21 秒 荒 木 Ａ

４区 藤原　輝行 06 分 05 秒 早 　 町 新

５区 宮元志穂美 05 分 51 秒 湾 体 協 A

６区 前島　将太 13 分 05 秒 上 嘉 鉄 A

７区 撰　　靖志 07 分 02 秒 湾 体 協 A

８区 郡山　　涼 07 分 21 秒 志 戸 桶

９区 三浦　大輝 09 分 11 秒 赤 連 池 治 A

10 区  龍田　優斗 04 分 48 秒 湾 体 協 B

11 区 富田　健太 11 分 08 秒 上 嘉 鉄 B

12 区 真井　大樹 12 分 14 秒 志 戸 桶

13 区
前泊　佑香 03 分 40 秒 上 嘉 鉄 Ａ

上島　仁美 03 分 40 秒 早 　 町

14 区 澄田　直敏 09 分 50 秒 上 嘉 鉄 A

15 区 林　　文仁 06 分 15 秒 湾 体 協 A

■【個人区間賞】

■【総合順位およびタイム】

■【過去 10 年の成績（上位３チーム）】

■平成元年以降の優勝回数

■【各チーム順位経過】
１区 2 区 3 区 4 区 5 区 6 区 7 区 8 区 9 区 10 区 11 区 12 区 13 区 14 区 15 区

上
嘉
鉄
Ａ

赤
連
池
治
Ａ

湾
体
協
Ａ

荒
木
Ａ

湾
Ｃ

湾
体
協
Ｂ

志
戸
桶

早
町

赤
連
池
治
Ｂ

上
嘉
鉄
Ｂ

小
野
津

滝
川

坂
嶺

荒
木
Ｂ

阿
伝

優  勝 上 嘉 鉄 Ａ チーム 1 時間 59 分 58 秒

２位 赤 連 池 治 Ａ チーム 2 時間 00 分 29 秒

３位 湾 体 協 A チーム 2 時間 02 分 22 秒

４位 荒 木 Ａ チーム 2 時間 03 分 32 秒

５位 湾 C チーム 2 時間 06 分 06 秒

６位 湾 体 協 Ｂ チーム 2 時間 09 分 01 秒

７位 志 戸 桶 チーム 2 時間 10 分 12 秒

８位 早 町 チーム 2 時間 10 分 49 秒

９位 赤 連 池 治 Ｂ チーム 2 時間 11 分 16 秒

１０位 上 嘉 鉄 Ｂ チーム 2 時間 12 分 26 秒

１１位 小 野 津 チーム 2 時間 13 分 56 秒

１２位 滝 川 チーム 2 時間 14 分 20 秒

１３位 坂 嶺 チーム 2 時間 15 分 27 秒

１４位 荒 木 Ｂ チーム 2 時間 17 分 53 秒

１５位 阿 伝 チーム 2 時間 22 分 54 秒 湾Ａ 2 上嘉鉄 6

湾Ｂ 6 早　町 2

湾Ｃ 4 その他チームはなし

※湾Ａは現在の湾体協
　湾Ｂは現在の赤連・池治

１位 ２位 ３位

Ｈ１０ 湾Ａ 荒木 上Ａ

Ｈ１１ 湾 C 上Ａ 湾 B

Ｈ１２ 湾 B 上Ａ 湾Ａ

Ｈ１３ 上Ａ 湾Ａ 荒木

Ｈ１４ 上Ａ 湾Ａ 湾 B

Ｈ１５ 湾 B 上Ａ 湾Ａ

Ｈ１６ 上Ａ 湾 C 湾Ａ

Ｈ１７ 湾 B 上Ａ 湾Ａ

Ｈ１８ 上Ａ 湾 B 湾Ａ

Ｈ１９ 上Ａ 湾 B 湾Ａ

【総合の部】平成 20 年 11 月 30 日

【Ｂクラスの部】

優  勝 湾 体 協 Ｂ チーム 2 時間 09 分 01 秒

【参考】
Ａクラス　湾体協 A　湾 C　荒木 A

Ｂクラス　湾体協Ｂ　赤連池治Ｂ　上嘉鉄Ｂ　滝川　
　　　　　坂嶺　小野津　志戸桶　早町　阿伝　荒木Ｂ

3　Kikai Public Relations 2008.12
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喜
界
高
等
学
校
（
月
精
清
教
校
長
）

は
11
月
７
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
る
同
校
O
B
を
講
師
に
招
い
て

の
創
立
記
念
講
演
会
を
同
校
で
開
催

し
た
。
ま
た
、
講
演
会
後
に
は
、
初

の
取
り
組
み
と
し
て
、
同
じ
く
同
校

O
B
を
講
師
と
し
て
招
き
、
ク
ラ
ス

単
位
で
の
講
演
会
と
な
る
「
第
１
回

喜
高
塾
」
も
行
わ
れ
た
。

　

今
回
の
講
師
は
、
東
京
農
業
大
学

教
授
（
同
大
学
評
議
委
員
会
議
長
、

㈱
メ
ル
カ
ー
ド
東
京
農
大
代
表
取
締

役
社
長
な
ど
も
兼
任
）
の
豊
原
秀
和

氏
（
大
朝
戸
、
昭
和
41
年
卒
）。

　

同
氏
は
「
農
業
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
な
ら
び
に
国
際
貢
献
」
と
題
し
、

自
身
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

交
え
な
が
ら
「
喜
界
島
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
通
じ
て
、
島
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の

か
。
こ
れ
か
ら
島
を
担
う
喜
高
生
徒

に
農
業
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
語
り
か
け
た
。

　

続
い
て
各
ク
ラ
ス
で
行
わ
れ
た

「
喜
高
塾
」
に
つ
い
て
の
講
師
、演
題
、

内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

普
通
科
１
年
A
組

講
師　

泉
一
男
氏
（
S

26
普
卒
）

略
歴　

沖
縄
国
際
大
学
卒
業
後
、
在

沖
縄
米
軍
司
令
部
人
事
局
職
位
調
査

官
や
同
空
軍
資
源
管
理
顧
問
職
を
歴

任
。
現
在
は
喜
高
同
窓
会
顧
問
。　

演
題　
「
高
等
学
校
生
活
は
人
生
の

大
切
な
出
発
点
」

内
容　

喜
高
創
立
当
時
の
学
生
生
活

の
実
情
。
英
語
の
学
習
法
。

商
業
科
１
年
A
組

講
師　

谷
本
泰
男
氏
（
S

36
商
卒
）

略
歴　

東
洋
大
学
卒
業
後
、
森
田
ポ

ン
プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
入
社
。
同

社
取
締
役
総
務
経
理
部
長
な
ど
を
歴

任
。
現
在
は
帰
郷
し
、
喜
界
島
黒
糖

㈱
設
立
。
上
嘉
鉄
保
食
神
社
宮
司
に

就
任
。

演
題　
「
喜
界
島
（
シ
マ
）
を
旅
立
っ

て
思
う
こ
と
」

内
容　

ふ
る
さ
と
や
友
に
つ
い
て
。

目
標
を
も
つ
こ
と
。
情
報
化
時
代
に

思
う
こ
と
。
つ
い
の
住
処
（
シ
マ
）

で
…
。

普
通
科
２
年
A
組

講
師　

今
家
英
政
氏
（
S

36
普
卒
）

略
歴　

専
修
大
学
（
夜
間
）
卒
業
後
、

綜
合
警
備
保
障
入
社
。
同
社
か
ら
外

務
省
へ
入
省
し
、
在
ル
ー
マ
ニ
ア
大

使
館
二
等
理
事
官
な
ど
を
歴
任
し
綜

合
警
備
保
障
へ
復
職
。
総
警
リ
ー
ス

代
表
取
締
役
社
長
を
も
っ
て
退
職
。

演
題　
「
向
上
心
」

内
容　

向
上
心
が
あ
っ
て
も
行
動
が

と
も
な
わ
な
け
れ
ば
向
上
心
は
無
き

に
等
し
い
。
自
身
の
体
験
な
ど
か
ら

「
失
敗
し
て
も
勇
気
を
持
っ
て
前
進

す
る
こ
と
、
周
囲
か
ら
信
頼
さ
れ
る

意
義
」
に
つ
い
て
。

商
業
科
２
年
A
組

講
師　

平
田
静
也
氏
（
S

26
商
卒
）

略
歴　

喜
高
卒
業
後
、
名
瀬
市
役
所

臨
時
職
員
か
ら
名
瀬
簡
易
裁
判
所

へ
。
そ
の
後
、
裁
判
所
書
記
官
研
修

所
入
所
。
鹿
児
島
簡
易
裁
判
所
を
振

り
出
し
に
、
鹿
児
島
検
察
審
査
会
事

務
局
長
な
ど
を
歴
任
し
、
現
在
は
鹿

児
島
地
裁
事
務
局
資
料
課
長
。

演
題　
「
我
が
裁
判
所
人
生
」

内
容　

就
職
活
動
、
裁
判
所
に
お
い

て
の
能
力
向
上
、
裁
判
員
制
度
に
つ

い
て
。

普
通
科
３
年
A
組　

講
師　

福
岡
和
文
氏
（
S

40
普
卒
）

略
歴　

九
州
大
学
卒
業
後
、
三
菱
石

油
入
社
。
そ
の
後
、
日
本
ベ
ト
ナ
ム

石
油
ベ
ト
ナ
ム
事
務
所
長
な
ど
を
歴

任
し
、
現
在
は
新
日
本
石
油
開
発
代

表
取
締
役
副
社
長
。

演
題　
「
石
油
開
発
に
つ
い
て
」

内
容　

石
油
の
起
源
、
石
油
の
採
掘
、

石
油
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
例
に

つ
い
て
。

普
通
科
３
年
B
組

講
師　

吉
田
忠
弘
氏
（
S

41
普
卒
）

略
歴　

中
央
大
学
卒
業
後
、
通
産
省

入
省
。
大
臣
官
房
秘
書
課
長
補
佐
、

地
域
振
興
整
備
公
団
人
事
課
長
な
ど

を
経
て
、
現
在
は
建
設
荷
役
車
両
安

全
技
術
協
会
常
務
理
事
。

演
題　
「
体
験
的
霞
ヶ
関
論　

華
夷

の
弁
」

内
容　

通
産
省
勤
務
32
年
で
15
の
ポ

ス
ト
を
経
験
。
国
家
公
務
員
と
し
て

正
義
を
貫
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
喜

界
島
が
育
ん
で
く
れ
た
「
誇
り
、
気

概
」
で
あ
っ
た
。「
華
夷
の
弁
」
の

意
味
は
、
吉
田
松
陰
が
松
下
村
塾
の

教
育
理
念
と
し
て
掲
げ
た
「
中
央
に

劣
等
感
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
自
分

の
郷
土
に
対
す
る
誇
り
」
を
持
て
と

い
う
こ
と
。
来
春
卒
業
す
る
皆
さ
ん

も
島
を
誇
り
に
、
志
を
持
っ
て
人
生

を
歩
ん
で
欲
し
い
。

商
業
科
３
年
A
組

講
師　

瀧
正
毅
氏
（
S

35
普
卒
）

略
歴　

喜
高
卒
業
後
、
教
員
と
な
る
。

第
一
中
学
校
校
長
を
最
後
に
退
職

し
、
現
在
は
町
図
書
館
館
長
。

演
題　
「
夢
！
そ
の
実
現
に
向
け
て
」

内
容　

島
の
よ
さ
、
夢
を
持
つ
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
、
組
織
・
社
会
の
一

員
と
し
て
な
ど
。

※
今
回
の
講
師
選
定
や
講
師
依
頼
な

ど
は
喜
高
同
窓
会
が
協
力
し
ま
し

た
。

先
輩
か
ら
後
輩
へ
「
愛
情
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

農業の大切さを語りかける豊原秀和氏

「我が裁判所人生」平田静也氏

「
向
上
心
」
を
語
り
か
け
る
今
家
英
政
氏

喜
界
高
校
創
立
記
念
講
演
会
及
び
喜
高
塾



　

全
九
州
女
子
相
撲
大
会
で
３
位
入

賞
を
果
た
し
た
栄
舞
さ
ん
（
佐
手
久
、

早
町
中
１
年
※
本
誌
10
月
号
14
ペ
ー

ジ
参
照
）
が
駒
を
進
め
た
第
５
回
全

日
本
中
学
生
女
子
相
撲
大
会
（
㈶
日

本
相
撲
連
盟
主
催
）
が
11
月
９
日
、

静
岡
県
の
焼
津
市
総
合
体
育
館
シ
ー

ガ
ル
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
。

　

注
目
の
栄
さ
ん
は
軽
量
級
（
60
㎏

未
満
）
に
出
場
し
、
初
戦
は
勝
利
し

た
も
の
の
、
二
回
戦
で
惜
し
く
も
敗

退
し
た
。
大
会
ル
ー
ル
に
よ
り
、
対

戦
相
手
が
決
勝
戦
ま
で
進
出
し
た
た

め
敗
者
復
活
戦
に
ま
わ
っ
て
勝
ち
す

す
み
、
３
位
決
定
戦
で
は
敗
れ
た
は

し
た
も
の
の
見
事
４
位
入
賞
し
た
。

　

栄
さ
ん
は
、
体
重
46
㎏
、
身
長

１
５
４
㎝
と
い
ち
ば
ん
の
小
兵
力
士

で
あ
っ
た
が
、
各
地
区
を
勝
ち
抜
い

た
強
豪
た
ち
の
体
格
は
、
体
重
55
～

59
㎏
、
身
長
は
１
６
０
㎝
前
後
で
あ

り
上
級
生
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

ま
さ
に
、「
小
よ
く
大
を
制
す
」
の

活
躍
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
１
回
戦
で
は
、
栄
さ
ん
の

手
が
先
に
土
俵
に
ふ
れ
、
一
部
観
客

も
そ
れ
に
気
づ
い
た
が
、
審
判
団
は

気
づ
か
ず「
物
言
い
」も
付
か
な
か
っ

た
。
運
も
味
方
に
付
け
た
「
チ
ョ
ー

ラ
ッ
キ
ー
（
栄
さ
ん
）」
な
勝
利
で

あ
っ
た
。

　

普
段
か
ら
稽
古
を
つ
け
、
今
回
の

遠
征
も
引
率
し
た
倉
橋
憲
司
さ
ん
は

「
負
け
ず
嫌
い
で
、
あ
の
大
舞
台
で

も
緊
張
す
る
様
子
が
な
か
っ
た
。
一

回
戦
で
は
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
が
、
こ
の

子
は
『
何
か
』
を
持
っ
て
い
る
。
そ

の
後
を
勝
ち
進
め
て
よ
か
っ
た
が
、

ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
多

い
」
と
ほ
め
な
が
ら
も
注
文
を
付
け

た
。

　

栄
さ
ん
も
「
技
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
基
礎
的
な
体
力
が
な
け
れ
ば
全

国
で
は
通
用
し
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
」、「
他
の
選
手
の
取
り
口
を

見
て
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
」

と
試
合
を
振
り
返
っ
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

大
会
会
場
の
静
岡
県
焼
津
市
へ

は
、
飛
行
機
と
新
幹
線
を
乗
り
継
い

で
の
長
旅
。「
都
会
を
み
て
、
や
っ

ぱ
り
シ
マ
が
い
い
と
思
っ
た
。
す
ぐ

に
家
族
や
友
達
と
会
い
た
く
な
っ

た
」
と
話
し
、
途
中
の
駅
で
、
芸
能

人
の
D
A
I
G
O
（
編
者
註
：
ダ

イ
ゴ
。
竹
下
登
元
首
相
の
孫
で
も
あ

る
）
を
目
撃
し
た
際
に
は
、
普
段
テ

レ
ビ
で
見
か
け
る
芸
能
人
と
会
え
た

こ
と
よ
り
も
、
同
行
し
た
母
親
の
智

代
さ
ん
が
「
長
旅
で
疲
れ
て
た
の
に
、

D
A
I
G
O
を
見
た
瞬
間
に
急
に
テ

ン
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
て
た
の
が
ウ
ケ

た
」
と
笑
う
。

　

倉
橋
さ
ん
は
「
体
を
作
ら
な
い
と

い
け
な
い
の
に
、
好
き
嫌
い
ば
か
り

で
あ
ま
り
食
べ
な
い
。
お
菓
子
ば
っ

か
り
」
と
顔
を
し
か
め
る
。

　

そ
ん
な
栄
さ
ん
は
、
全
国
ク
ラ
ス

の
選
手
と
は
い
え
、
い
っ
た
ん
相
撲

を
離
れ
る
と
、
や
は
り
13
歳
で
思
春

期
の
女
の
子
で
あ
る
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

大
会
後
に
は
、
北
京
五
輪
女
子
レ

ス
リ
ン
グ
監
督
の
栄
和
人
中
京
女
子

大
学
教
授
に
面
会
し
、
愛
知
県
大

府
市
に
あ
る
同
大
学
・
同
大
学
附
属

高
校
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
合
同
練
習
を

見
学
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
と
い

う
。

　

見
学
の
感
想
を
「
み
ん
な
す
ご
い

練
習
を
し
て
い
た
。
監
督
は
私
に
は

優
し
く
し
て
く
れ
て
い
た
け
ど
、
学

生
を
指
導
し
て
い
る
と
き
は
す
ご
い

恐
か
っ
た
」、「
ウ
ェ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
見
て
も
ら
い
『
最
初
か
ら
こ

ん
な
に
出
来
る
子
は
珍
し
い
ね
』
と

い
っ
て
も
ら
え
た
」
な
ど
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
五
輪
２
大
会
連
続
金
メ
ダ

ル
の
吉
田
沙
保
里
選
手
と
も
話
す
機

会
が
あ
り
、
吉
田
選
手
か
ら
「
練

習
は
つ
ら
い
け
ど
、
や
り
続
け
て
よ

か
っ
た
」
と
の
重
み
の
あ
る
一
言
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
栄
監
督
か
ら
は

「
こ
っ
ち
に
来
た
ら
島
に
は
帰
れ
な

い
け
ど
、
両
親
と
よ
く
相
談
し
て
来

た
い
な
ら
来
な
さ
い
」
と
声
を
か
け

ら
れ
た
と
い
う
。

＊　
　

＊　
　

＊

 

「
こ
れ
だ
け
は
い
わ
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
自
分
か
ら
口
を
開
い
た
栄
さ
ん
は

「
今
回
の
遠
征
は
と
て
も
い
い
経
験

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
楽
し
か
っ
た
。

旅
費
も
島
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
し
て

も
ら
っ
た
の
で
、
こ
の
場
を
借
り
て

『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』
と
い

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
だ
け
に
一

回
く
ら
い
は
勝
た
な
い
と
島
に
帰
れ

な
い
と
思
っ
て
ま
し
た
が
、
結
果
が

残
せ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
本
当
に
応

援
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
」
と
話
し
た
。

　

最
後
の
質
問
と
し
て
、
将
来
は
レ

ス
リ
ン
グ
の
道
に
進
み
た
い
か
と
聞

か
れ
た
栄
さ
ん
は
「
今
回
で
何
と
な

く
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
。
両
親
と
相

談
し
な
い
と
い
け
な
い
け
ど
、
や
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と
言
葉

を
選
び
な
が
ら
話
し
た
。
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全国の大舞台にも気合い充分

　倉橋監督にアドバイスを受ける

吉田沙保里選手と

全国の舞台でも “ 舞ちゃんスマイル ”

栄 
舞
さ
ん（
早
中
１
年
）全
国
の
舞
台
で
見
事
４
位
入
賞
!!

第
５
回　

全
日
本
中
学
生
女
子
相
撲
大
会
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そ
の
1

「長野って外国より遠いの？」
～夢とロマンをのせた小さな羽～

　本土が冷えこみ
だす毎年 10 月に、

「蝶の飛び交う隆
起珊瑚礁の島」喜
界島に渡ってくる
蝶がいる。その名
はアサギマダラ。
　 ９ 月 14 日 に 長
野県下伊那郡大鹿
村の鳥倉林道で放
たれたアサギマダ

ラが、喜界島の滝川林道で 11 月３日、再捕獲さ
れた。
　アサギマダラは渡りをすることで知られ、長野
県で放たれた個体が、２,１９０km 離れた台湾で
再捕獲された事例もある。喜界島はアサギマダラ
の中継地・越冬地として有名であり、渡りシーズ
ンには全国のアサギマダラを追いかける、熱心な
ファンの姿が百之台周辺で見受けられる。
　今回のアサギマダラを放したのは、愛知県安城
市に住む会社員、石浜芳彦さんの長女、智（さと）
さんで、羽に油性ペンでマーキングされていた

「TOR、さと」により確認された（TOR は放蝶地
である鳥倉林道の略、表紙参照）。
　それを再捕獲したのは、上地義隆さん（湾、役
場勤務）の次女、美緑（みのり、湾小１年）さん。
アサギマダラの捕獲をはじめて３回目での、いき
なりの「大物ゲット」であったという。
　自らが放したアサギマダラが、喜界島で再捕獲

されたことを聞いた智さんは「同じくらいの歳の
女の子が捕まえてくれて、すごくうれしい。喜界
島に行って会ってみたいです」と喜んだ。
　また、芳彦さんは「アサギマダラを追ってい
ると、その他の生きもの、植物、気象など、様々
な自然の移ろいの発見がある。小さな体でダイナ
ミックに移動するアサギマダラと触れ合うこと
により、自然の大切さ、命の尊さを子どもたちが
理解するきっかけになれば」と願う。
　再捕獲したアサギマダラが放たれた場所が、長
野県と聞いた美緑さんは「長野って鹿児島より遠
いの？ディズニーランドより？外国よりも？」と
興味津々であったという。
　長旅を続けたアサギマダラは、羽にのせた「夢
とロマン」を喜界島でのせ替えて、さらに南を目
指す。そしてあるものは、喜界島を越冬の地と
選び、「夢とロマン」を次の命へふたたび託し、
その「遙かなる短い旅」を終える。

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
チ
ビ
ッ
コ
捕
獲
団
の
面
々

（
左
か
ら
、
弟
の
琉り

ゅ
う
き喜
君
２
才
、
姉
の
佑ゆ
う
な奈
さ
ん

小
２
、
美
緑
さ
ん
、
親
戚
の
竹
内
義よ

し
き毅
君
小
２
）

川
畑
さ
お
り
さ
ん
、
総
理
大
臣
・

審
査
員
奨
励
賞
受
賞
!!

  

平
成
20
年
度
の
民
謡
民
舞
全
国
大
会

（
㈶
日
本
民
謡
協
会
主
催
）
が
10
月
19

日
、東
京
の
両
国
国
技
館
で
開
催
さ
れ
、

川
畑
さ
お
り
さ
ん
（
湾
、
湾
幼
稚
園
勤

務
）
が
、
総
理
大
臣
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
。

　

川
畑
さ
ん
は
、
鹿
児
島
県
民
謡
王
座

決
定
戦
決
勝
大
会
（
本
誌
８
月
号
８

ペ
ー
ジ
参
照
）
で
全
国
へ
の
切
符
を
勝

ち
取
っ
た
「
嘉
徳
な
べ
加
那
節
」
に
、

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
披
露
。
惜
し
く

も
優
勝
に
は
手
が
届
か
な
か
っ
た
が
、

審
査
員
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

　

大
会
を
終
え
て
川
畑
さ
ん
は
「
さ
す

が
に
全
国
の
レ
ベ
ル
は
高
い
と
感
じ
ま

し
た
が
、
の
び
の
び
歌
う
こ
と
が
で
き

た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
、
当

日
夜
は
、
東
京
喜
界
会
と
東
京
瀬
玉

会
（
瀬
玉
：
早
町
泊
一
帯
を
指
す
地
名
）

か
ら
慰
労
会
に
招
待
さ
れ
た
と
い
い

「
島
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
、
全
国
に

い
る
郷
友
会
の
方
々
の
応
援
は
大
変
あ

り
が
た
く
心
強
い
で
す
」と
感
謝
し
た
。

奨励賞の盾と賞状を手に微笑む川畑さん

智さんと弟の陽（あきら）君５才             

新
会
館
で
商
工
業
発
展
の
新
た
な

る
一
歩
を　

～
商
工
会
館
移
転
～

　

喜
界
町
商
工
会
（
豊
岡
力
会
長
、
写
真

左
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
商
工
会
館
を
、
現

在
は
町
が
保
有
す
る
農
水
省
水
利
事
業
所

跡
地
に
移
転
し
て
10
月
７
日
、
同
跡
地
に

お
い
て
移
転
開
所
式
を
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
会
館
は
築
30
年
が
経
過

し
、
塩
害
な
ど
で
老
朽
化
が
す
す
み
安
全

が
確
保
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
同
跡
地
へ
の
移
転
要
望
が
商
工
会
県
連

合
会
か
ら
町
へ
出
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
会

館
建
設
の
補
助
金
交
付
元
で
あ
る
県
か
ら

も
財
産
処
分
（
会
館
閉
鎖
）
を
許
可
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
移
転
と
な
っ
た
。

　

移
転
開
所
式
で
あ
い
さ
つ
し
た
豊
岡
会

長
は
「
か
ね
て
か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た
老

朽
化
し
た
前
会
館
か
ら
の
移
転
が
、
町
の

協
力
に
よ
り
実
現
で
き
ま
し
た
。
商
工
会

員
の
活
動
拠
点
と
し
て
大
い
に
活
用
さ

れ
、
さ
ら
な
る
本
町
商
工
業
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
話
し
、
来

賓
の
加
藤
啓
雄
町
長
は
「
商
工
会
と
町
が

車
の
両
輪
と
し
て
、
う
る
お
い
の
あ
る
豊

か
で
暮
ら
し
や
す
い
島
づ
く
り
の
た
め
、

と
も
に
手
を
取
り
合
い
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
た
。
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八月踊りを楽しむ参加者ら

奄美警察署より
「チムスラサ」の心を

  ～シマの安全・安心は子供のうちから～
 報告　奄美警察署交通課長　小村慣智警部

　私は本年９月、奄美警察署の交通課長として着任し
ました。着任して 10 日も経たない内に、３名の尊い
命が奪われる悲惨な現場を目の当たりにして、交通安
全を担う交通課長としての重責を痛感しております。
　私は常 「々我々に一番身近な危険は交通事故である」
ことを訴えて、奄美の方々が、不幸な交通事故の当事
者とならないよう、交通安全広報や指導取締りに取り
組んでいます。現在、特に力を入れて取り組んでいる
のが、自転車の安全利用です。
  最近のエコブームや燃料費の高騰などで、自転車の
利用は益々増えると思われますが、奄美の自転車利用
の現状を見ると、無灯火、右側通行、並進、片手運転
等々、危険な利用者が多く、安全教育が徹底していな
いことが窺われます。
  ルール無視の危険な利用者は、その場で指導・警告
していますが、なかなか改善されません。そのため、
人格や行動習性の形成期にある子供のうちから、体系
的な交通安全教育を行うことが効果的であると考え、
小学生の自転車大会を開催することとしました。
  この大会は、全国的には、昭和 39 年から開催され、
鹿児島県も例年代表チームを参加させていますが、奄
美では経費の問題等もあり、県大会への参加もできず
にいました。そこで、来年の１月 17 日、奄美地区交

通安全協会と連携して「第１回交通安全子供自転車奄
美地区大会」を開催し、その優勝チームを県大会に出
場させることになりました。
  大会は、小学４年～５年生の５人１組で、交通ルー
ル等に関する筆記試験と、コースを設定した実技試験
で行います。
  先日は、大会に向け「子供自転車大会指導者育成塾」
も開催し、夢は大きく、県大会を優勝して全国大会出
場を目指し、本格的に動き出しました。
　この大会が年々充実していくことで、子供達の交通
安全意識はもとより、規範意識を高めることに繋がり、
ひいては、奄美の安全・安心な街づくりに資するもの
であると確信しています。
  子供達は、次代を担う島の宝であります。交通事故
や犯罪から守り、健全に育成して、より安全・安心な
美しい奄美の実現に、今後とも御協力をお願い致しま
す。

暗くなったら「すぐ点灯」

鹿
児
島
喜
界
会
敬
老
会

一
五
〇
人
が
集
い
盛
大
に
開
催

　

鹿
児
島
県
在
住
の
喜
界
島
出
身
者

で
組
織
す
る
鹿
児
島
喜
界
会
（
卓

間
謙
二
郎
会
長
）
は
10
月
19
日
、

一
五
〇
人
を
集
め
、
敬
老
会
を
県
婦

人
会
館
で
開
催
し
た
。

　

会
で
は
直
島
秀
守
収
入
役
が
来
賓

と
し
て
出
席
し
、
加
藤
啓
雄
町
長
の

あ
い
さ
つ
を
代
読
し
、
町
政
報
告
を

し
た
。

　

余
興
の
部
で
は
、
小
野
幸
子
さ
ん

に
よ
る
祝
儀
舞
や
各
集
落
ご
と
の
出

し
物
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
で
盛
り
上
が

り
、
全
員
参
加
の
六
調
で
幕
を
閉
じ

た
。

　

会
の
終
了
後
も
、
参
加
者
た
ち
は

名
残
惜
し
そ
う
に
「
ヤ
ニ
ム
、
ヒ
ン

ニ
ャ
ジ
ユ
ラ
オ
ウ
ヤ
」
な
ど
と
声
を

掛
け
合
っ
て
い
た
。

 

（
友
岡
藤
一
郎
さ
ん
報
告
）

各集落でウヤンコー
祖霊に感謝、帰省客と旧交
　墓前で祖霊を祭る行事であるコウソ祭（ウヤンコー）
が 11 月 18 日、シバサシをしない集落（本誌 10 月号
７ページ参照）であった。
　コウソ祭の日は旧暦９月の壬戌（みずのえいぬ）の
日であり、他集落に住む血縁者も参加できるように集
落間で時間をずらし、シバサシとは別に日に行われる
ようになったといわれるが定かではない。
　中里集落の墓地（ハカバショ）では、午後２時に、野
間直一区長代行のホラ貝の音とともに墓参が始まった。
　それぞれが、墓前に花や菓子を供え、線香をたいて
手をあわせた。その後は線香の束を持ち、親類縁者の
墓前を回る姿がみられた。
　墓参者には、島外に暮らす人々もあり、なかには数十
年ぶりに帰省した人や、還暦祝いには帰れなくとも「ウ

ヤンコーだけは外せない」という人もいた。
　この日は「記憶にない」（野間区長代理）という、あ
いにくの雨に見舞われ、多くの墓参者が「ゴメンドー。
アミジャティ、ニャームドゥラヤー」と墓前に手をあ
わせ、終了のホラ貝を聞くまでもなく、足早に墓地を
後にした。

線
香
を
片
手
に
親
類
縁
者
の
墓
前
へ



8

平
成
20
年
度
町
教
委
委
嘱
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
研
究
公
開

　

11
月
８
日
（
土
）
に
公
開
校
で
あ

る
早
町
中
学
校
で
標
記
研
究
公
開
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
Ｐ
連
で
は
、「
子
ど
も
に
家
庭

学
習
の
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

た
め
に
は
、
学
校
・
家
庭
の
連
携
や

取
り
組
み
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。」

を
３
年
前
か
ら
共
通
の
研
究
主
題
に

設
定
し
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

早
町
中
学
校
に
よ
る
発
表
で
は
、

「
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
生
活
習

慣
の
改
善
を
目
指
し
て
」
と
い
う
サ

ブ
テ
ー
マ
を
設
け
、
３
つ
の
専
門
部

の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
習
慣
の
改
善
が
家
庭
学
習
の
習

慣
化
に
つ
な
が
る
こ
と
に
着
目
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
部
が
独
立
す
る
こ

と
な
く
、
連
携
が
図
ら
れ
た
取
り
組

み
に
、
参
加
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
は
、

関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ
協

議
会
表
彰
伝
達
式
〈
荒
木
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
〉
や
喜
界
幹
部
派
出
所
の
慶
田

孝
所
長
の
講
演
も
あ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
充
実
や
会
員
の
資
質
向
上
と
連

携
を
深
め
る
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
健
や
か
い
き
い
き
ス

ポ
ー
ツ
体
験
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

体
験
」
教
室

　

鹿
児
島
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
主

催
の
標
記
教
室
が
11
月
15
日
・
16
日

に
本
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。〈
共

催
・
町
教
委
〉

　

一
日
目
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
で
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ス

ナ
ッ
グ
・
フ
ロ
ッ
カ
ー
・
キ
ン
ボ
ー

ル
な
ど
の
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
ゲ
ー
ム
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
合

い
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
運
ぶ
タ
グ
ラ
グ

ビ
ー
の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
、「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
た
い
。」
と
い
う
感
想

が
多
く
聞
こ
え
ま
し
た
。

子
育
て
・
親
育
ち
講
座

　

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
地

域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
基
盤
形

成
事
業
（
文
科
省
委
託
事
業
）」
で

第
１
回
目
の
子
育
て
・
親
育
ち
講
座

を
11
月
16
日
（
日
）
に
役
場
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
親
業
訓
練
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
「
有
馬
ま
ゆ
美
」
先
生
を
招

き
、「
親
の
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
」

と
い
う
演
題
で
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。

　

内
容
は
、
子
ど
も
が
発
し
て
い
る

サ
イ
ン
を
能
動
的
な
話
し
方
（
心
を

聞
く
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
自
分
で

考
え
、
自
分
で
行
動
で
き
、
課
題
解

決
で
き
る
子
ど
も
が
育
つ
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

若
い
保
護
者
も
多
く
詰
め
か
け
、

真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
第
14
回
喜
界
町
生
涯
学
習
推

進
大
会
実
践
事
項
の
掲
載
は
、
今
月

号
で
最
後
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
は
、「
農
業
立
島
」
と
呼
ば
れ
、

喜
界
島
産
の
素
材
や
特
産
品
が
脚
光

を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
担
い
手
不
足
な
ど
課
題
は

多
々
あ
り
ま
す
。

　

町
民
一
人
一
人
の
一
歩
前
進
が
よ

り
良
い
島
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、町
民
一
丸
と
な
っ

て
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

十
月
二
十
八
日
（
火
）
に
、
大
島

地
区
研
究
協
力
校
の
荒
木
小
学
校
で

研
究
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
小
学
校
は
、
平
成
十
九
・
二
十

年
度
の
二
年
間
の
指
定
を
受
け
、
国

語
科
の
「
読
む
力
」
を
中
心
に
研
究

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
岸
本
は
す
み
教
諭
が

第
二
学
年
の
「
サ
ン
ゴ
の
海
の
生

き
物
た
ち
」、
吉
岡
あ
け
み
教
諭
が

「
ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
り
の
現
場
か
ら

（
第
五
学
年
）・
平
和
の
と
り
で
を
築

く
（
第
六
学
年
）」
を
授
業
公
開
し

ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
授
業
も
こ
れ
ま

で
研
究
を
進
め
て
き
た
「
言
語
事
項

の
指
導
を
重
視
し
た
『
読
む
力
』
の

定
着
」
を
踏
ま
え
た
授
業
内
容
で
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
積
極
的
に
発
言

し
、
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
見
せ
ま

し
た
。
参
加
者
六
十
名
（
島
外
参
加

者
十
二
名
）
は
、
荒
木
小
の
子
ど
も

た
ち
の
学
習
意
欲
に
感
心
し
き
り
で

し
た
。

出
前
教
室
が
や
っ
て
き
た
!

子
ど
も
と
の
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
か
た
」

学
ぶ
!

第
14
回
喜
界
町
生
涯
学
習

推
進
大
会
実
践
事
項

大
島
地
区
研
究
協
力
校
荒
木

小
学
校
「
基
礎
学
力
定
着
」

研
究
公
開

第 6 分科会
〈活力あるふるさと産業部会〉

【実践事項】
　地域の特性を生かした環境保
全型農業を図り，各分野におけ
る担い手不足解消に努めます。

確
か
な
「
基
礎
学
力
」

の
定
着
を
目
指
し

て
!

アトラクション〈早町中学校全
生徒による合唱〉

子どもはもちろん、大人も童心に
返り楽しんだようです。

２年生の研究公開授業



平成２１年度鹿児島県大島紬技術指導センター

伝　　習　　生　　募　　集　　要　　領

１ 目　　的
  　 　大島紬に関する専門知識及び技術を修得させ，優秀な中堅技術者となるべき後継者の養

成を図る。
２ 養成期間
　　平成２１年４月から平成２２年３月までの１年間
３ 募集人員
　　デザイン科・染色化学科・締加工科　各科２人（計６人）
４ 応募資格
  　 　本県に居住する者で，義務教育修了（見込）又はこれと同等以上の学力があると認められ，

心身ともに健康であり，将来大島紬製造業に従事する者。
５ 応募方法
　　次の書類を当センターあて提出すること。（郵送も可）
　　① 願書（別紙第１号様式）
　　② 履歴書（別紙第２号様式）
　　③ 住民票
　　④ 医師の健康診断書
　　⑤ 最終学校の卒業（見込）証明書
６ 願書受付期間
　　平成２１年２月６日（金）から平成２１年３月６日（金）まで
７ 選考方法
　　筆記試験及び面接試験
８ 試験の期日及び場所
　　期　日　平成２１年３月１０日（火）午後２時から
　　場　所　鹿児島県大島紬技術指導センター
９ 入所決定者発表
　　期　日  平成２１年３月１２日（木）午前１０時
　　場　所  鹿児島県大島紬技術指導センター掲示板に掲示（電話による問い合わせ可）
10 応募者心得
  　 　選考日には筆記用具を携行し，午後１時３０分までに選考場所（当センター）に集合す

ること。

【連絡先】〒 894-0068
住 所　奄美市名瀬浦上町４８番地１　鹿児島県大島紬技術指導センター　総務課

　　　　　電 話　0997-52-0068　（FAX）0997-55-1101
　　　　　E ﾒｰﾙ　ostumugi@pref.kagoshima.lg.jp

　

平
成
20
年
度
は
、
２
年
に
一
度
の

「
調
理
師
業
務
就
業
届
」
を
提
出
す

る
年
で
す
。

【
届
出
の
必
要
な
調
理
師
の
方
々
】

調
理
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
方
で
、

平
成
20
年
12
月
31
日
現
在
に
お
い

て
、
寄
宿
舎
・
学
校
・
病
院
・
事
業
所
・

社
会
福
祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健
施

設
・
矯
正
施
設
・
飲
食
店
・
そ
の
他

多
人
数
に
飲
食
物
を
提
供
し
て
い
る

施
設
・
魚
介
類
販
売
業
・
そ
う
ざ
い

製
造
業
な
ど
で
、
調
理
業
務
に
従
事

し
て
い
る
料
理
師
の
方
々
で
す
。

【
届
出
の
方
法
】

「
調
理
師
業
務
従
事
者
届
」
を
平
成

21
年
１
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
名
瀬

保
健
所
に
ご
提
出
下
さ
い
。

様
式
は
、
県
庁
健
康
増
進
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
出
来
ま
す（
ホ
ー
ム
→
健
康
・

福
祉
→
健
康
・
医
療
→
資
格
）。
役

場
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま

す
。【

問
い
合
わ
せ
先
】

名
瀬
保
健
所

℡
52
―
５
４
１
１

〒
８
９
４
―
０
０
３
２

奄
美
市
名
瀬
柳
町
２
―
１

調
理
師
の
皆
様
へ

9　Kikai Public Relations 2008.12
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第
24
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

奄
美
空
手
道
選
手
権
大
会
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
は
青
少
年
育
成
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
と
銘
打
っ
て
11
月
23
日
、

町
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

大
会
に
は
幼
年
～
一
般
上
級
の
部

で
行
わ
れ
、
奄
美
地
区
を
は
じ
め
遠

く
は
東
京
や
福
岡
、
熊
本
か
ら
80
人

が
出
場
し
た
。

　

な
か
で
も
小
学
６
年
の
部
に
出
場

し
た
藤
原
優
花
さ
ん
（
西
目
、
坂
嶺

小
）
は
、
並
み
い
る
男
子
を
連
破
し
、

見
事
優
勝
し
た
。

　

他
の
喜
界
道
場
生
も
、
美
島
柊
斗

く
ん
（
幼
年
の
部
）、
永
井
颯
太
く

ん
（
小
学
４
年
の
部
）、
福
田
春
樹

さ
ん
（
一
般
初
級
の
部
）
な
ど
が
優

勝
に
輝
き
、
他
の
道
場
生
も
上
位
入

賞
を
果
た
し
た
。

　

注
目
の
最
優
秀
選
手
賞
に
は
、
女

子
の
部
に
最
年
少
で
出
場
し
、
惜
し

く
も
優
勝
こ
そ
逃
し
た
も
の
の
、
久

里
佐
さ
ん
（
荒
木
、
第
一
中
１
年
）

が
輝
い
た
。
新
極
真
会
の
緑
健
児
代

表
（
極
真
空
手
元
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
）
は
「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
、

闘
争
心
あ
ふ
れ
る
空
手
だ
っ
た
」
と

評
価
し
た
。

　

受
賞
の
喜
び
を
久
さ
ん
は
「
決
勝

戦
で
負
け
て
悔
し
か
っ
た
。
ま
さ
か

最
優
秀
選
手
賞
を
も
ら
え
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
け
ど
、
大
会
に
そ
な
え

て
中
西
の
坂
道
を
走
り
込
ん
だ
り
し

た
成
果
が
出
せ
た
。
こ
れ
か
ら
も
稽

古
に
励
み
、
全
国
大
会
に
も
出
場
し

た
い
で
す
」
と
話
し
た
。

大
塚
浩
士
君
が
大
賞
を
受
賞

第
１
回
ま
ご
こ
ろ
青
春
短
歌
大
会

　

県
内
の
中
高
生
を
対
象
に
し
た

「
第
１
回
ま
ご
こ
ろ
青
春
短
歌
大
会
」

（
同
実
行
委
主
催
）
の
表
彰
式
が
11

月
８
日
、
薩
摩
川
市
で
開
催
さ
れ
、

大
塚
浩
士
君
（
塩
道
、
早
町
中
２
年
）

の
作
品
が
、
中
学
生
の
部
で
最
高
賞

で
あ
る
「
ま
ご
こ
ろ
青
春
短
歌
大
賞
」

を
受
賞
し
た
。

受
賞
作
品
は
、

「
が
ん
ば
れ
る

     

僕
に
お
ど
ろ
く
僕
が
い
る

  

そ
れ
が
な
ん
と
も

    

お
も
し
ろ
い
感
じ
」

と
い
う
も
の
で
、
勉
強
や
部
活
動
な

ど
の
学
校
生
活
を
通
じ
て
自
分
が
思

う
以
上
に
努
力
し
、
そ
れ
が
結
果

と
し
て
現
れ
た
こ
と
に
対
し
、
素
直

に
そ
の
喜
び
と
驚
き
を
表
現
し
て
い

る
。

　

今
年
度
の
出
品
作
は
、
県
下
87
校

８
１
７
２
人
か
ら
１
３
１
６
１
首
の

応
募
が
あ
り
、
大
賞
は
高
校
生
と
中

学
生
の
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
首
だ
け

を
選
出
す
る
と
い
う
も
の
。

　
〝
チ
ョ
ー
〟
難
関
を
く
ぐ
り
抜
け

て
の
受
賞
に
浩
士
君
は
「
少
し
は
自

信
が
あ
っ
た
が
、
ま
さ
か
大
賞
と
は

半
信
半
疑
で
気
が
動
転
し
た
」
と
驚

き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
感
想
を
話
し

た
。
知
ら
せ
を
聞
い
た
父
親
の
浩
也

さ
ん
も
「
サ
ス
ガ
ワ
ー
ッ
カ
ジ
ャ
」

と
得
意
顔
だ
っ
た
と
い
う
。

森
真
由
美
さ
ん
が
九
電
賞
受
賞

第
17
回
わ
た
し
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル

　

県
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た

「
第
17
回
わ
た
し
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
九
州
電
力
株
式
会
社
鹿
児
島
支
店

主
催
）
で
、
森
真
由
美
さ
ん
（
志
戸

桶
、
志
戸
桶
小
４
年
）
が
小
学
４
年

の
部
で
九
電
賞
（
最
高
賞
）
を
受
賞

し
、
11
月
11
日
、
同
校
校
長
室
に
お

い
て
賞
状
と
副
賞
の
目
録
が
宮
下
格

二
同
社
奄
美
営
業
所
長
よ
り
手
渡
さ

れ
た
。

　

受
賞
作
は
、
森
さ
ん
宅
の
近
所
に

あ
る
商
店
を
描
い
た
も
の
。「
う
ま

く
電
線
を
取
り
入
れ
、
し
っ
か
り
し

た
構
図
を
評
価
」（
審
査
委
員
、
梶

原
正
博
同
社
執
行
役
員
支
店
長
）
さ

れ
た
と
い
う
。

　

今
年
度
の
出
品
数
は
、
県
内
の
小

中
学
校
か
ら
こ
れ
ま
で
で
最
多
と
な

る
９
８
１
０
点
の
応
募
が
あ
り
、
入

賞
者
５
０
０
人
（
各
学
年
ご
と
に

九
電
賞
１
人
、
特
選
２
人
、
入
選

４
７
３
人
）
が
選
ば
れ
た
。

　

受
賞
の
喜
び
を
森
さ
ん
は
「
た
く

さ
ん
の
４
年
生
の
な
か
で
一
番
だ
っ

た
の
で
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
画
材
セ
ッ
ト
で
は
友
達
と
か
の

人
物
画
を
書
き
た
い
で
す
」
と
話
し

た
。

そ
の
２

各部門で熱戦が繰り広げられた

8,172 人のなかから選ばれた大塚君

受賞作「近所のお店屋さん」
千点を超える４年生の作品の中でトップ

目録の中身は画材セット

一躍注目の久里佐さん

藤
原
優
花
さ
ん
男
子
を
連
破
し
優
勝
（
小
学
６
年
の
部
） 

最
優
秀
選
手
賞
に
久
里
佐
さ
ん
が
輝
く
!!

 

～
第
24
回
奄
美
空
手
道
選
手
権
大
会
～　
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す こ や か n e w s
食
改
さ
ん
の
活
動
紹
介

　

食
生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん

は
、
今
年
度
か
ら
体
制
一
新
で
ス

タ
ー
ト
。「
地
域
へ
広
げ
て
い
く
活

動
」
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

手
始
め
と
し
て
、
11
月
24
日
に
小
野

津
集
落
で
料
理
講
習
を
行
い
、
幅
広

い
層
の
女
性
の
皆
様
19
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
、

　

●
キ
ノ
コ
の
混
ぜ
ご
飯

　

●
野
菜
の
カ
レ
ー
風
味
煮

　

●
カ
ン
ム
ッ
チ
ー

　

●
大
根
の
千
枚
漬
け

食
改
会
長
の
奥
さ
ん
は
、「
ヘ
ル
シ
ー

メ
ニ
ュ
ー
を
広
め
る
だ
け
で
な
く
、

郷
土
の
味
も
一
緒
に
伝
え
て
行
き
た

い
。
私
た
ち
食
改
は
料
理
好
き
の
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
料

理
実
習
を
ご
希
望
の
際
は
、
い
つ
で

も
お
声
か
け
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
薪

で
長
時
間
蒸
し
て
作
る
カ
ン
ム
ッ

チ
ー
が
圧
力
鍋
を
使
っ
て
手
軽
に
で

き
る
な
ん
て
！
」
と
の
声
が
あ
り
、

他
の
料
理
に
つ
い
て
も
メ
モ
を
取
る

姿
が
見
ら
れ
、
料
理
を
通
し
た
交
流

の
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

※ 

料
理
講
習
な
ど
の
依
頼
は
、
会

長
の
奥
智
恵
子
さ
ん
（
℡
65
‐

１
１
７
３
）ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

「
認
知
症
介
護
教
室
」
よ
り

　

11
月
16
日
、
23
日
の
「
認
知
症
介

護
教
室
」
に
21
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
診
療
所
の
梶
本
先
生
の
認

知
症
の
原
因
や
症
状
、
治
療
に
つ
い

て
の
講
話
と
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
職

員
の
利
用
で
き
る
制
度
に
つ
い
て
の

説
明
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
が
じ
ゅ

ま
る
」
管
理
者
・
早
川
さ
ん
の
認
知

症
の
介
護
に
つ
い
て
の
講
話
な
ど
を

通
し
て
学
び
ま
し
た
。

　

認
知
症
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

①
説
得
す
る
よ
り
本
人
が
納
得
で
き

る
方
法
で
②
プ
ラ
イ
ド
を
大
切
に
③

不
安
の
解
消
：
物
忘
れ
や
理
解
力
、

判
断
力
の
低
下
が
進
む
と
本
人
も
不

安
が
強
く
な
り
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た

り
周
囲
と
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
周
り
の

「
大
丈
夫
よ
、
心
配
な
い
よ
、
あ
り

が
と
う
」
の
や
さ
し
い
声
か
け
で
不

安
が
和
ら
い
だ
り
、
乗
り
越
え
た
り

で
き
る
そ
う
で
す
。

　

で
も
、
常
に
身
近
で
接
す
る
家
族

は
そ
ん
な
余
裕
が
も
て
な
い
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
。
時
に
は
怒
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
絆
の
強
い
家
族
だ
か
ら

後
を
引
か
な
い
こ
と
も
多
い
そ
う
で

す
。
や
さ
し
く
で
き
な
い
自
分
を
責

め
ず
に
、
家
族
も
気
分
転
換
を
し
た

り
、
話
し
相
手
を
も
っ
た
り
し
ま

し
ょ
う
。家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
ず
、

周
囲
に
話
し
て
協
力
を
も
ら
う
こ
と

も
必
要
で
す
。
い
つ
か
私
た
ち
自
身

や
家
族
も
認
知
症
に
か
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ご
本
人
や
家
族
を
周
囲

の
暖
か
い
見
守
り
で
支
え
合
い
が
で

き
る
と
い
い
で
す
ね
。

岡本　莉愛ちゃん 基　陽斗くん 黒田　杏菜ちゃん 今井　康聖くん

住友　晴哉くん 盛崎　凱くん 西原　ゆなちゃん

グループホーム見学
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暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●
加
盟
店

  

ひ
ろ
で
ん
き
、
吉
川
電
器
、
ツ
ル

電
機
商
会
、
喜
界
文
化
、
大
成
無
線
、

ク
ボ
デ
ン
、早
町
放
送
社
、サ
ン
ヨ
ー

社
、
豊
島
電
気
の
九
店
舗
に
な
り
ま

す●
料
金
表

●
料
金
の
改
正

  

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
正
式
名
称

「
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
」）

は
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ

た
使
用
済
み
家
電
製
品
の
部
品
や
材

料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、
ご
み
の
減

量
と
資
源
の
有
効
活
用
を
進
め
る
た

め
の
法
律
で
す
。

  

11
月
１
日
か
ら
、
別
紙
の
と
お
り
、

冷
蔵
庫
が
３
区
分
、
テ
レ
ビ
が
２
区

分
、
エ
ア
コ
ン
の
値
下
げ
等
、
３
点

に
つ
い
て
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

  

負
担
す
る
料
金
は
、「
販
売
店
な
ど

の
収
集
・
運
搬
料
金
」
＋
「
メ
ー
カ
ー

の
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」
で
す
。

  

収
集
・
運
搬
料
金
は
電
気
商
業
組

合
加
盟
店
で
あ
れ
ば
、
別
紙
料
金
表

の
と
お
り
で
す
が
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

は
製
造
業
者
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す

の
で
、
排
出
の
時
に
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

●
不
法
投
棄
の
禁
止

  

家
電
等
の
不
法
投
棄
は
、
周
り
の

迷
惑
に
な
り
、
環
境
に
も
悪
い
影
響

を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
不
法
投
棄
は

廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
固
く
禁
じ
ら

れ
て
お
り
、
違
反
し
た
場
合
は
重
い

罰
則
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

家
電
製
品
は
大
切
に
使
い
、
使
い

終
え
た
ら
小
売
業
者
な
ど
に
適
切
に

引
き
渡
し
ま
し
ょ
う
。

●
処
理
方
法

  

原
則
と
し
て
、
製
品
を
購
入
し
た

ま
た
は
買
い
替
え
す
る
小
売
店
に
引

き
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

   

住
民
課
生
活
環
境
係 

    

電
話 

65-

１
１
１
１
（
内
線
33
）

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

　

統
計
調
査
に
御
協
力
く
だ
さ
い

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調

査
を
平
成
20
年
12
月
31
日
現
在
で
行

い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本

年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　

経
済
産
業
省

　
　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
県

　
　
　
　
　
　
　

喜
界
町

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
企
画
課
統
計
係

　

電
話 

65-

１
１
１
１
（
内
線
24
）

※ 

我
が
国
の
産
業
構
造
の
変
化
を
調

査
・
追
跡
し
、
よ
り
よ
い
経
済
・

産
業
政
策
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

品　名 区　分 リサイクル料 運搬料
（海上・陸送含） 計

冷蔵庫
401㍑以上 4,830 6,570 11,400
400㍑以下 4,830 4,370 9,200
170㍑以下 3,780 4,320 8,100

テレビ
16 型以上 2,835 2,865 5,700
15 型以下 1,785 2,915 4,700

洗濯機 一　律 2,520 3,980 6,500
エアコン 一　律 2,625 3,675 6,300

冷凍庫 一　律 4,830 4,370 9,200
※運搬量には、海上輸送費、陸送費、収集手数料等全て含む

鹿児島県最低賃金が時間額 627 円に !!
鹿児島県最低賃金が平成 20 年 10 月 18 日より時間額 627 円に改正されました。

鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最　低　賃　金　額
効　力　発　生　日

時　間　額（円）

627 平成 20 年 10 月 18 日

鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用されます。ただし、別に定める特定（産
業別）最低賃金の産業に該当する場合は、当該最低賃金も適用されます。

★最低賃金に関するお問い合わせ先★
鹿児島労働局（099-223-8278）　・各労働基準監督署

http://www.kagoshima.plb.go.jp/
【最低賃金テレホンサービス　099-223-8881】

使用者も
労働者も
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　◆自主的な納付
　　 　税金は自主納付が原則です。納期限を過ぎても納付がない場合は財産等の滞納処分（差押・

公売など）をしなければなりません。差押等の滞納処分を受けますと社会的信用を失うこと
にもなります。

 納 税 催 告 納期限を過ぎても納付がない方に対し、督促状・催告書等の送付、電話催告、
自宅訪問、勤務先訪問を行います。

 財 産 調 査 滞納者の財産について、金融機関、保険会社等に対し調査を行います。

 給 与 調 査 滞納者の給与を差押するため、勤務先に対し給与の調査を行います。

 差 押 処 分 預貯金や不動産・生命保険、給与などの差押を行います。差押後も納付さ
れない場合、差押財産の公売を行います。

　納期限までの納付が困難なときは・・・

　 　 　税務課（庁舎１階）では、納税相談を随時行っています。納期限までに納
付することが困難な場合は、必ず相談してください。

　町税の口座振替

　 　 　納税者の指定した口座から納期日に振替納税されます、安心で便利な口座
振替をご利用ください。口座振替を希望する方は、町の指定金融機関または
郵便局でお申し込みください。

●問い合わせ先：役場税務課　６５－１１１１（内線４１）

１２月は町税滞納徴収強化月間です！

　◆税収確保に向け、次のような取組を行っています。

　　納税の公平と税収の確保を図るため、１２月を「町税滞納徴収強化月間」
として、電話催告や夜間徴収などの徴収強化に取り組みます。
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ご
存
知
の
各
集
落
の
入
り
江
や

潮
だ
ま
り
に
関
す
る
言
い
伝
え
や

行
事
等
が
あ
れ
ば
、
企
画
課
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。       

連
絡
先 

65-

１
１
１
１
（
内
線
23
）

言
い
伝
え
な
ど
に
つ
い
て

メ
エ
ヌ
ク
ド
ゥ
マ
イ
（
前
金
久
泊
、

写
真
①
）

　

入
り
江
の
な
か
に
神
様
岩
と
し
て

小
さ
な
岩
礁
が
あ
る
。
戦
後
し
ば
ら

く
ま
で
は
、
旧
暦
の
一
日
と
十
五
日

に
は
信
仰
に
厚
い
人
達
が
焼
酎
を
こ

の
岩
礁
に
お
供
え
し
て
そ
の
上
で
拝

ん
で
い
た
。
さ
ら
に
昔
は
、
白
装
束

の
ノ
ロ
神
様
達
が
よ
く
拝
ん
で
い
た

と
い
う
。

ハ
チ
イ
ヤ
ト
ゥ
ー
（
写
真
③
）

　

ハ
チ
ー
（
イ
ラ
ブ
チ
の
仲
間
、
ブ

ダ
イ
）
が
特
に
多
く
、
な
か
で
も
ナ

ポ
レ
オ
ン
フ
ィ
ッ
シ
ュ
（
ガ
ブ
バ

チ
ー
）
も
見
受
け
ら
れ
、
絶
好
の
追

い
込
み
漁
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

ス
ウ
ハ
マ
（
塩
浜
、
写
真
⑦
）

　

そ
の
名
の
と
お
り
、
こ
こ
の
周
辺

に
塩
田
が
多
か
っ
た
。

ナ
ガ
サ
キ
（
メ
エ
ヌ
ク
ナ
ガ
サ
キ
、

前
金
久
長
崎
、
写
真
②
）

　

絶
好
の
釣
り
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

小
野
津
漁
港
の
対
岸
に
は
、
ハ
ミ
ャ

ナ
ガ
サ
キ
（
神
宮
長
崎
）
が
あ
る
。

ワ
タ
ナ
ン
ク
ヮ
ー
（
写
真
⑨
）

　

ま
だ
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
幼
い

子
供
た
ち
が
水
遊
び
を
し
た
と
こ

ろ
。

ヌ
ル
ク
ン
ム
ィ
ー
（
写
真
⑩
）

　

そ
の
名
の
由
来
は
「
ノ
ロ
（
神
事

を
行
う
女
性
司
祭
、
ヌ
ル
と
も
い

う
）
が
こ
も
る
場
所
」。
そ
の
ノ
ロ

が
神
事
の
際
に
水
を
汲
ん
だ
と
い

う
。

ウ
マ
ウ
ン
ミ
ヤ
ト
ゥ
ー
（
写
真
⑪
）

  

こ
こ
の
砂
浜
は
深
く
掘
っ
て
も
岩

盤
に
当
た
ら
な
い
た
め
、
死
ん
だ
馬

を
埋
め
る
場
所
で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
た
め
だ
ろ
う
か
、
ウ
ミ
ガ
メ
の

産
卵
場
所
で
も
あ
る
。

（写真は「空から見るわがまち」より）

シ
マ
の

入

り

江

と

潮

だ

ま

り

連　

載　
　
　

第　

２　

回

～
前
金
久
編
～

①メエヌクドゥマイ ⑨ワタナンクヮー

②ナガサキ ⑩ヌルクンムィー

③ハチイヤトゥー ⑪ウマウミンヤトゥー

④シヤフムイ ⑫ミザレー

⑤ツウブオサー ⑬ウルメ

⑥ツルバサマー ⑭タマター

⑦スウハマ ⑮ウマラ

⑧ハナッキー ⑯タージル

⑯ 　 ⑮ 　 　 　 　 ⑭ 　 　 　 　 　 ⑬ 　 　 　 ⑫ ⑪ 　 　 　 ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

　在宅の重度障害者（児）に対して、特別障害者手当等が支給されます。

 １　特別障害者手当
　　 　精神・知的または身体に、著しく重度の障害があるため、日常生活において常時特別の介護を必要と　

する状態にある２０歳以上の方に対して支給されます。（本人及び扶養義務者に対し所得制限があります）
　　※病院または診療所に３ヶ月以上継続して入院している方、施設入所者には支給されません。
　　・支給額：月額２６，４４０円（支給額は平成２０年４月現在）

 ２　障害児福祉手当
　　　重度の障害の状況にあるため、日常生活において常時の介護を必要とする２０歳未満の方。
　　（対象児童とその扶養義務者に対し、所得制限があります）
　　※施設入所者、障害を支給事由とする給付（公的年金）を支給している方は支給されません。
　　・支給額：月額１４，３８０円（支給額は平成２０年４月現在）

　●お問い合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　役場保健福祉課　６５－１１１１（内線３５）　

特別障害者手当等について
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喜界町の推計人口
（平成 20 年 11 月１日現在）

世 帯 数 ・・・・・ 3,757 戸 ( -  3 )

人 口 ・・・・・ 8,248 人 （   2）

男 ・・・・・ 3,926 人 ( -  1 )

女 ・・・・・ 4,322 人 (   3)

八
十
路
な
る
生
き
が
い
に
し
て
短う

た歌

を
詠
み
時
に
詠
み
泥な
ず

む
重
き
日
も
あ

り 
林　
　

蓮
香

憧
れ
と
う
つ
の
は
ざ
ま
に
揉
ま
れ
き

て
見
果
て
ぬ
夢
を
星
に
た
く
せ
り

北
島　

シ
ナ

老
い
ゆ
く
に
短う

た歌
詠
む
人
は
呆
け
な

い
と
生
き
甲
斐
と
し
て
短う

た歌
詠
み
続

く 

　

有
村　

道
子

吹
く
風
を
し
き
り
留
め
て
ガ
ジ
ュ
マ

ル
の
木
の
間
に
漏
る
る
十い
ざ
よ
い

六
夜
の
月

平
尾　

チ
ヨ

喜
び
も
悲
し
み
も
共
に
包
み
込
み
穏お
だ

し
く
生
き
る
八
十
路
の
日
々
な
り

屋
良
ミ
ノ
子

島
人
の
暮
ら
し
支
え
し
島
紬
織
る
生な
り

業わ
い

を
生
き
甲
斐
と
せ
り

 

美
代　

イ
シ

変
り
ゆ
く
世
相
の
中
に
歳と
し

重
ね
短う

た歌

詠
む
心
う
る
お
し
て
過
ぐ郡　

　

市
子

離
れ
住
む
子
等
我
思
い
我
子
を
思
ふ

み
仏
に
祈
る
を
生
き
甲
斐
と
し
て

 

弥
島　

幸
子

老
い
て
よ
り
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
引

く
道
沿
い
に
塀
よ
り
枝し

だ垂
る
萩
の
清す

が

し
さ 

武
田　

幸
子

震
度
５
の
あ
と
平
穏
に
凪な

ぐ
島
に
生

き
甲
斐
と
し
て
歌
を
詠
み
つ
ぐ

 

嶺
倉　

祝
子

氏　
　
　

名

基　
　
　

彰

𠮷
浦　

幸
榮

折
田　

光
久

我
原　

清
考

中
村
源
三
郎

嘉
村　

茂
照

貴
島　
　

隆

重
山　
　

靖

賀　
　

建
一

松
元　

キ
ヨ

仙
原　

ト
ミ

廣
畑　

和
史

正　
　

昭
子

愛
島
サ
ネ
子

重
信　

ソ
ヨ

次
呂
久
ト
ミ

濵
上　
　

榮

年
齢

97
才

72
才

68
才

54
才

87
才

85
才

59
才

89
才

48
才

86
才

89
才

50
才

66
才

88
才

82
才

91
才

88
才

住

所

中

間

赤

連

赤

連
湾湾

上
嘉
鉄

小
野
津

白

水

伊

砂

白

水

伊
実
久

湾
池

治

赤

連

塩

道

中

里

塩

道

浜
井　

上
治

美
島　

初
子

登
山　

信
子

富
原　

利
明

中
村　

幸
子

基　
　

松
乃

清
水
美
喜
代

上
園
ひ
ろ
の

仙
原
五
十
八

渡
瀬　

正
久

賀　
　

和
江

嘉
村　

茂
憲

重
山　

ス
ガ

廣
畑　

周
吉

志

戸

桶

佐

手

久

島
　

中

上

嘉

鉄

湾

中
　

間

白
　

水

宮
古
島
在
住 

（
小
野
津
出
身
）

大

阪

在

住

（
伊
実
久
出
身
）

赤
　

連

伊
　

砂

湾

白
　

水

湾

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

氏　
　
　

名

竹
島　

光ひ
か
る陽

中
山　

透と
う
い音

横
山　

美ち
ゅ
ら星

當
原　

心こ
こ
み美

俊
原　

桜お
う
す
け佑

中
督　

結ゆ
い
り凛

盛　
　

花か
え
で楓

保
護
者

信

一

公

平

竜

也

竜

也

光

広

洋

志

な
つ
み

住

所

赤

連

赤

連
湾

坂

嶺

中

里

大
朝
戸

湾

「
ウ
ヤ
ン
コ
ー
」
の
名ナ
マ
エ
コ
ー

前
考

　

シ
バ
サ
シ
（
柴
指
・
柴
挿
）
に
つ

い
て
は
広
辞
苑
に
記
載
さ
れ
て
い
る

が
（
本
誌
10
月
号
７
ペ
ー
ジ
参
照
）、

ウ
ヤ
ン
コ
ー
の
語
源
に
つ
い
て
は
不

明
な
点
が
あ
る
。

　

喜
界
町
史
や
シ
マ
の
民
俗
学
の
書

物
な
ど
で
の
漢
字
表
記
は
、「
高
祖

祭
」「
考
祖
祭
」
の
二
通
り
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
広
辞
苑
に
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。

　

広
辞
苑
に
よ
る
と
「
高
祖
」
は
、

①
祖
父
母
の
祖
父
母
。
②
遠
い
祖
先
。

（
以
下
略
）
と
あ
る
。
ま
た
、「
考
祖
」

の
記
載
は
な
い
が
、「
考
」
に
つ
い

て
は
、
①
か
ん
が
え
る
こ
と
。
か
ん

が
え
。
の
他
に
、④
死
ん
だ
父
。「
祖
」

に
つ
い
て
は
、
①
父
の
父
。
②
一
家

の
初
代
。（
以
下
略
）
と
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
親
や
祖
父
母
の
法
事
や

供
養
な
ど
を
意
味
す
る
シ
マ
ユ
ミ
タ

の
「
コ
ォ
」
は
、「
考
」
を
当
て
る

も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の

こ
と
か
ら
、
先
祖
代
々
の
墓
前
で
祖

霊
を
祭
る
行
事
と
し
て
は
、「
高
祖

祭
」
が
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
考
祖
祭
」
も

先
人
達
が
使
い
続
け
て
き
た
も
の
で

あ
り
、ま
た
、シ
マ
の
先
人
達
は「
考
」

の
な
か
に
ウ
ヤ
フ
ジ
の
意
味
を
持
た

せ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
「
親（
ウ
ヤ
）ン『
コ
ォ
』」で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、「
高
祖
祭
」
も
「
考

祖
祭
」
も
、
両
方
正
し
い
と
考
え
た

ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
、
喜
界
島
出
身
の
民
俗

学
の
権
威
で
あ
っ
た
竹
内
譲
は
、
自

身
の
著
書
で
は
「
コ
ウ
ソ
祭
」
と
記

し
て
い
た
。

  

さ
す
が
の
権
威
も
、
ど
ち
ら
か
を

選
ぶ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

〈
追
記
〉
親
孝
行
の
「
孝
行
」
は
、「
こ

う
こ
う
」
以
外
に
「
き
ょ
う
こ
う
」

と
も
読
む
。
こ
の
場
合
は
「
親
の
追

善
供
養
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
関
連
が
あ
る
の
か

は
不
明
で
あ
る
。�

（
植
村
）

編

集

後

記

住

所

鹿
児
島

早

町

氏　
　
　

名

田
島　

将
太

柴
田　

真
奈
美

■
ふ
る
さ
と
寄
附
者
（
敬
称
略
）

　
　

鹿
児
島
市　
　

吉
田　

修
三

　
　
（
花
良
治
）　
　
（
外
１
件
）

■
喜
界
27
会
ふ
る
さ
と
大
会

　
　

代
表　

大
友
勝
一

　
　
（
金
額　

１
０
６
，
６
２
０
円)

　「私は８歳の女盛りだけど、 男の人が大嫌いな
の。 家に男の人が近づくだけで吠えますよ。 足
音がするだけで 『女のカン』 でわかるんだから。
その代わり女性の方は大歓迎。 お母さんの友
達が遊びに来たときはとってもうれしいんだけ
ど、 帰るそぶりを見せただけで怒って引き留め
るくらいなの。 美しさの秘けつ？そうねぇ、 欠か
さず続けている毎朝５時の散歩かしら」。

４

今月の

こんげつのわんこ

 盛崎 ラブさん

　赤連　 　 ８才
　ポメラニアン



16

シマユミタではドゥシチャー。保食神社前
（嘉鈍）にて。鳥居の向こうに見えるサ

トウキビと同じイネ科である。内地では冬に
黄色く枯れるが、シマでは常緑である。十五
夜の「中秋の名月」として、月見の際に団子
や酒とともに、ススキを飾る美的感覚は日本
人ならでは。他にも万葉集などによく詠まれ
るなど古くから生活に密着した存在であっ
た。家畜のエサや堆肥として利用され、小さ
なホウキをつくり、トタン屋根が普及するま
ではシマの家屋は茅葺（ガヤブキ）屋根であっ
た。子供の頃、ノコギリ状の葉でよく手足を
切ったことも懐かしい。時代の変化により、
今では単なる雑草として扱われ、少しかわい
そうな気もする。
　花ことばは「活力」「精力」「心が通じる」。
やはり良い言葉が並んでいる。

ススキ （薄、 芒、 茅、 萱、 尾花）

「薄紅のコスモスが秋の日の  何気な
い陽だまりに揺れている」と、嫁

ぐ娘の母親に対する心情を、山口百恵が
歌って 30 年以上になる。もともとコス
モスの和名である「秋桜」は、そのまま「あ
きざくら」と読んでいたが、この歌のヒッ
トにより「コスモス」とも読まれるよう
になったという。メキシコ原産のキク科
であり、日本には明治になって持ち込ま
れた。やせた土地でもよく育つことから、
荒れ地や季節はずれのスキー場などで景
観植物として植えられている。冒頭の名
曲「秋桜」は、いまも耳にする機会が多く、
様々な年代やジャンルのミュージシャン
からカバーされ続けている。まさに色あ
せぬ名曲である。小野津小学校にて。
　花ことばは「真心」「少女の純真」など。

コスモス （秋桜）

メキシコの熱帯雨林
地帯が原産のサボ

テン科である。その名
のとおり夜に咲き、「美
人薄命」とばかりに数
時間ではかなくしぼん
でしまう。夜、大きな
花を咲かせるのは、コ
ウモリを介して受粉さ
せるためだという。な
るほど、月明かりを浴
びた神々しいまでの白
さと、何ともいえない
強烈な香りは、コウモ
リならずとも引き寄せ
られてしまうだろう。
　サボテン科らしく、あまり手入れをせずとも容易に栽培できる
が、逆に水や養分を与えすぎると過栄養となり花を咲かせない。
食用にもなり、花びらを天ぷらにし、開花後にしぼんだものを肉
と炒める地域もある。また、手入れをすれば果実をつけ、同じサ
ボテン科のドラゴンフルーツのような甘さと食感だという。
　原産地において４世紀に開花し、16 世紀にスペインに滅ぼさ
れるまで、他の文明と比べて特異ながらも高度かつ壮麗な栄華を
誇ったマヤ文明のように、なんとも不思議な花である。
　花ことばは「はかない美」「快楽」「艶やかな美人」など多数。

ゲッカビジン （月下美人）
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